
災害防止への取り組み 

わかりやすく 納得して取り組める 
安全活動の定着を目指して 

○○○○○株式会社 



怪我して 危ない目にあって一人前 
 そんな時代は過去のこと 

 
   現代は、怪我もさせず 危ない目にも遭わせず 

一人前にする時代 

その結果、自ら怪我した経験を持っている者 
重大な災害を経験したことのある者、そして 
作業に潜む危険を知っている者がいなくなる 
 
安全担当者 
誰しも それが目標ではありますが‥ 



テーマは「安全をいつもそばに」 

⇒その安全活動 
  なぜ必要なのか伝わってますか? 
  理由もわからず、「ルールだから」という 
  だけで「おしつけ安全」になってないですか? 
 
⇒安全は “とっつきにくいもの” 
  安全担当自身それを自覚することから 
  はじめていきました 



今日の弁当の献立を見るように 
安全のルールを見てほしい 

とある現場の休憩所にて 

弁当の献立表です 

当
社
の
「安
全
ル
ー
ル
」で
す 



どうすれば見てもらえるか 
－とっつきにくさの払拭のために － 

印象に残り、記憶に残るためには 
・身近な事例がなにより優先 
 (知らない土地で起きた事例は、見ている者も 
  我が身に置き換え難い) 
・新人が見てもベテランが見てもわかる内容で 
 (日常的にある作業、よく使う機械・工具から) 
・作成者の「怪我してほしくない気持ち」が伝わる 
 ように(怪我に立ち会ったその時の経験を込めて) 
・季節感を盛り込んで(冬といえばｺﾚ、夏といえばｺﾚ) 

 



 
わかりやすさのための方策 

・ルールの「見える」化 
⇒○○○○○「安全ルール」 
 
・季節ごとの災害防止ポイントを 
 ニュースの形で周知 
⇒○○○○○「安全ニュース」 
 
・安全活動や工夫の事例を周知 
⇒○○○○○「安全ブ(部)ログ」 
 
・協力会社にも使ってもらえる 
 安全教育資料を配布 
⇒「安全教育資料」 
 
すべて当社ホームページから 
ダウンロード可能 ⇒ 
 
新規工事着工時、安全部より 
工種に合わせて、上記から 
ピックアップし現場担当者に手渡し 



○○○○○「安全ルール」 



○○○○○「安全ニュース」 



○○○○○「安全ブ(部)ログ」 



「安全教育資料」 
 
 



「安全」は、誰か特定の人のもの 
「安全」は、めんどうくさい 
「安全」は、難しくてわからない 
「安全」は、できれば関わりたくない 
「安全」は、“上の人”の仕事 
「安全」は、自分には必要ない 
 
そこからがスタートだと思います 
 
誰に言われなくとも、徐々に 
習慣になり、あたりまえになり 
それが万が一のとき身を助ける 
 
そのためには、納得して、理解して 
「安全」を「道具」のひとつとして 
使いこなしてもらうことが不可欠です 
そのひとつの例として、ご参考に。 

 



安全情報誌に掲載されました 
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